


































































































































1 困った時に、友人らに気軽に相談することができる 1 2 3 4
2 親身になって友人らに相談に乗ってもらうことができる 1 2 3 4
3 どんな内容のことでも友人らと本音で話し合うことができる 1 2 3 4
4 話し合いのときにみんなの意見を1っにまとめることができる 1 2 3 4
5 集団で行動する時に先頭に立ってみんなを引っ張っていくことができる 1 2 3 4
6 自分が行動することによって、周りの人を動かすことができる 1 2 3 4
7 先を見通して計画を立てることができる 1 2 3 4
8 課題が出ると、提出期限を自ら決める党の工夫をしてやる気を引き出す 1 2 3 4
9 やるべきことをテキパキと片付けることができる 1 2 3 4
10 困っている人を見ると援助してあげたくなる 1 2 3 4
11 他人の幸せを自分のことのように感じることができる 1 2 3 4
12 悲しくて泣いている人を見ると、自分も悲しい気持ちになる 1 2 3 4
13 手に入れた情報を使って、より価値の高いもの（資料等）を生み出せる 1 2 3 4
14 数多くの情報の中から、本当に自分に必要な情報を手に入れられる 1 2 3 4
15 多くの情報をもとに自分の考えをまとめることができる 1 2 3 4
16 自分のことが好きである 1 2 3 4
17 自分の今までの人生に満足している 1 2 3 4
18 自分の言動に対して自身を持っている 1 2 3 4
19 いやなことがあっても、いっまでもくよくよと考えない 1 2 3 4
20 困った時でも「なんとかなるだろう」と楽観的に考えることができる 1 2 3 4
21 何かに失敗した時にすぐに自分はダメな人間だと思ってしまう 1 2 3 4
22 目上の人の前では礼儀正しく振舞うことができる 1 2 3 4
23 年上の人に対しては敬語を使うことができる 1 2 3 4





















































































































最小値 最大値 平均値 標準偏差 最小値 最大値 平均値 標準偏差
有意確立
（両側検定）
親和性 6 11 8．75 1，815 8 12 10．00 1，348 p＝0．092
リーダーシップ 5 8 6．42 1，084 5 11 8．00 1，758 p＝0．007＊＊
計画性 5 9 7．00 1，279 7 12 9．00 1，537 p＝0．008＊＊
感受性 8 12 9．58 1，311 9 12 10．67 1，155 p＝0．017＊
情報要約力 5 11 6．83 1，642 4 12 8．67 2，387 p＝0．012＊
自尊心 6 9 7．25 0，965 6 10 8．25 1，357 p＝0．022＊
前向きな思考 3 10 7．08 2，109 4 12 8．17 2，517 p＝0．102























































最小値 最大値 平均値 標準偏差 有意確立（両側検定）
対人スキル前
対人スキル後
28
33
41
44
33．83
38．42
4，324
3，704
p＝0．003＊＊
個人的スキル前
個人的スキル後
24
26
37
44
28．17
34．08
3，460
5，551
p＝0．003＊＊
＊p＜0．05　　　粁p＜0．01
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デンマーク社会福祉研修の成果一大学生版日常生活スキル尺度の変化一
る海外研修や海外留学ならば，安心して参加でき
るのではないだろうか。
6　研究の限界と今後の課題
　本研究の研究協力者が12名ということでデー
タ数が少ないことや，海外研修での気分の高揚や
自戒していることもあり得る。また，短期間の研
修であったことや全体の平均値からの分析である
ため，結果を一般化するには限界がある。
　今後の課題として，学生が提出したレポートと
照らし合わせながら課題分析をし，シングルシス
テムデザイン等の方法で学生にフィードバックし
ていくことが必要である。
参考文献
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おわりに
　今回，学生の要望からデンマーク社会福祉研修
を実施した。その中で，日常生活スキル尺度（大
学生版）を用い，学生の「効果的に日常生活を過
ごすために必要な学習された行動や内面的な心の
動き」に変化があるか研修前後比較をした結果，
学生全員の得点が向上した。以上のことから，海
外研修の体験が日常生活スキルを向上させた。
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